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９月 25 日（水）午後、少年の主張茨城県大会が、美浦村中央公民館で行われました。記念すべき大会が美
浦村で行われるということで、本校生徒も全員参加しました。大会では、全県から選ばれた 10 名の生徒が各
地域の代表として発表しました。本校からも代表の一人として、3 年堀田恭平さんが、発表主題「医療に従事
するということ」のもと、下の画像にもあるように、自分の考えを堂々と発表しました。また、アトラクショ
ンとして、本校の文化部の芸術部、科学部、吹奏楽部が、部活動で製作した作品や部活動に関わるクイズ、演
奏などにより、会場を盛り上げました。本校生徒は、堀田さんを始めとした 10 名の代表生徒の発表から、多
くのことを学んでいる様子が見られました。大変有意義な機会を得ることができた大会となりました。 

 
９月 14 日（土）第 27

回桜杏祭が行われました。
本年度のスローガン「響
け歌声 届け思いよ 未

来につなぐ合唱を」のもと、合唱コンクールが行われました。各クラスも夏休み前から練習を始め、夏休み
明けも限られた時間の中で、工夫をしながら協力して練習を重ねている様子が、校内の様々な場所で見られ
ました。当日は、どのクラスも練習の成果をしっかりと発揮し、素晴らしい合唱が次々と披露されました。
また、コンクール後には、英語プレゼンテーションフォーラムの発表、さらには、科学部、吹奏楽部、芸術
部の各文化部の発表があり、大変盛り上がりました。 
 その後、外部からお招きした審査員の先生方から、次のような学年ごとの講評
がありました。（代表で村松先生より）【1 年生】互いのパートをよく聴き合って
いる様子が見られました。小学校の時よりレベルアップしており、３校の声が合
わさって素晴らしかったです。【２年生】昨年より、難しい曲にチャレンジして
いました。声量のバランスが良くなっていました。それぞれのパートの主旋律、
副旋律を理解して歌うことができていました。【３年生】各パートの人数のバラ
ンスが難しい中、よく頑張っていました。表現から、楽譜をよく読みこんでいる
ことがわかりました。聴いている人に、伝えようとしする気持ちがよく伝わって
きました。さらに、審査員の鈴木先生からは、「曲を理解し、表現しようとする姿
勢が声に表れ、皆がひとつになって熱量のある演奏を聴くことができ、感動しま
した。」そして、審査員の小澤先生からは、「短い時間であれだけの集中力でつく
り上げていたので素晴らしかった。各クラスの伝えたかったことが、響きで会場
の皆さんに届いていたと思います。」このようにお褒めの言葉をたくさんいただきました。 
 午後には、表彰が行われました。各学年の最優秀賞受賞クラスの実行委員の振り返りは以下の通りです。
【１年 B 組】（土明奏太さん・室本竜樹さん）私たちは、最後の最後まで、修正に修正を重ねて、本番を迎え
ました。当日は、練習の成果が出てミスなくやりきれたと思います。１―Ｂメンバー、最高です！【２年Ｂ
組】（川﨑基寛さん・髙橋真聖さん）最優秀賞を取れたのも、日々積み重ねてきた２―B の練習が実を結んだ
のだと思います。来年は、中学校最後の桜杏祭なので、今年より実力がさらに飛躍した合唱祭にしていきた
いです。【３年Ａ組】（栗山千乃さん・増尾咲幸さん）今年は一段と難しい曲でしたが、自分達で課題を見つ
けて、声出しなど、いろいろ工夫して練習に取り組んできました。中学校最後の桜杏祭で最優秀賞を取るこ
とができてうれしいです！そして、桜杏祭実行委員長の三浦弘貴さんは、「スローガンで目指したように、美
浦中生みんなが楽しめる文化祭が築けたので良かったです。」と振り返っていました。 
以上のように、皆様のおかげで、美浦中生の様々な思いが込められた桜杏祭となりました。 
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